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中外製薬が実現する、
多様化するニーズ・
スピードへの対応と
ガバナンスを両立した
アプリケーション開発基盤
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自己紹介

2024 年 中外製薬にキャリア入社し、

クラウドインフラ担当として従事。

創薬研究から臨床開発、営業、マーケティングに至る

全バリューチェーンのマルチクラウド活用を支援する

とともに、全社共通インフラ基盤の

設計・構築・エンハンスを担当
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01 中外製薬のご紹介

02 Why Google Cloud ?

03 Chugai Cloud Infrastructure(CCI)

04 アプリケーション開発基盤
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01. 中外製薬のご紹介
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中外製薬の強み
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2030 年に向けた成長戦略「　　　　　　　」
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中外製薬  DX  ロードマップ
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全てのバリューチェーン効率化への取り組み例
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デジタルを活用した革新的な新薬創出への取り組み例
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中外製薬  DX  2030 年の絵姿
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02. Why Google Cloud ?
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AnalyticsCompute & Application

研究及び初期開発領域の高度化および全バリューチェーンにわたる生産性向上のため、ビッグ

データ解析・MLOps での Google Cloud 活用ニーズが多数

Google Cloud 活用の決め手

AI and Machine Learning

Cloud Run BigQuery

デジタル
バイオマーカー

治験の
デジタル化

スマート
プラント

顧客インター
フェース改革

AI を活用した
創薬

App
Engine

Google
Kubernetes

Engine

ゲノム診断

RWD/RWE

Vertex
AI

Cloud
Vision API

Cloud
Natural

Language API

Speech-to- 
Text Looker Healthcare 

API
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データサイエンスや AI 関連での利用が進んでいる状況

Google Cloud ユースケース

ユースケース

創薬研究用途  AI

自社品需要予測

リアルワールドデータ

内容

AlphaFold2 など創薬研究用途のコンテナ
ベースの  AI システムの開発と運用

中外自社製品の需要予測モデルの開発と
運用、および予測結果のダッシュボード化
によるデータドリブン経営の推進

リアルワールドデータの解析およびダッ
シュボード化

利用する Google Cloud サービス

Cloud Run, Cloud Batch, Cloud 
Workflows, Google Kubernetes Engine

BigQuery, Looker, Vertex AI

BigQuery, Looker
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2023 年の Google Cloud Next Tokyo では MLOps の構築と創薬への活用について紹介

Google Cloud Next Tokyo ’23
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03. Chugai Cloud Infrastructure
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様々な DX を個別最適の形で進めてきたが、これまで以上のスピードで DX を推進するには

環境払出の高速化、セキュリティ面の改善、インフラの統合運用が求められる段階に

中外製薬でのクラウド活用における課題

インフラ  A インフラ  B インフラ  C

セキュリティ  C
セキュリティ  B

セキュリティ  A

アプリ  A
アプリ  B

アプリ  C

他社クラウド  A 他社クラウド  B

インフラ

セキュリティ

アプリ

インフラ

セキュリティ

アプリ

環境払出のリードタイムが長い セキュリティレベルのばらつき 運用のサイロ化
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他社
クラウド A

他社
クラウド B

✓ これまでのクラウド活用の知見をフル活用、各クラウド基盤の長所を活かした使い分け

✓ クラウドインフラの提供機能を一元化し、標準化促進とセキュリティ ガバナンス強化を実現

✓ 機能改善・拡張を継続し、テクノロジーの進化に追随

Chugai Cloud Infrastructure (CCI) 概要

インフラA インフラ  B インフラC

セキュリティ  C

セキュリ
ティ Bセキュリ

ティ A

アプリA
アプリB

アプリC

他社
クラウド A

他社
クラウド B

インフラ

セキュリ
ティ

アプリ

インフラ

セキュリティ

アプリ

As Is

インフラプロビジョニング環境

アプリ  A アプリ  B アプリ  C アプリ アプリ

To Be

セキュリティ基準
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3rdParty

他社クラウドA

認証基盤

CCI 全体ハイレベル  アーキテクチャ

マルチクラウド対応のインフラ プロビジョニング環境に加え、3rd パーティのマルチクラウド管理サービ

スを統一実装

ID 管理・認証サービス

オンプレミス

他社クラウドB

Terraform によるマルチクラウド
自動プロビジョニング

3rdParty マルチクラウド管理
サービス

SSO ログイン

ログ監視

セキュリティFinOps

   ホスティングサービス

インフラ監視
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アプリ個別環境 (プロジェクト払出環境)
SystemA

システム管理認可

CCI Google Cloud の方針

インフラ共通環境

Organization LogNetwork

ネットワークの設定や監査ログの有効化等を払出時にベースラインとしてアプリ個別環境およびインフ

ラ共通環境に適用。

セキュリティログ・監視

Big Query

Cloud
StorageCloud IDS VPC FirewallCloud DNS

Cloud NATCloud VPN

Security
Command Center

Resource
Manager

VPC
Service Controls

Partner
Interconnect

インターネット

Shared VPC

その他環境

Vertex AI GKE
大量データ処理 機械学習 コンテナ基盤構築

各プロジェクトの
ログ集約・保管共有 VPC のホスト、全体通信を監視

組織のセキュリティ設定を中心に、
ベースライン機能の設定を管理

ベースラインとして提供する機能
✓ SSO ログイン機能
✓ 各拠点との NW 接続・アクセス制御
✓ セキュリティ ガードレール
✓ セキュリティ監視・脅威検知機能

利用者ができること
✓ Google Cloud が提供しているサービ

スを自由に組み合わせて利用可能
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柔軟性と自由度の高い

環境提供

プロジェクト払出方式により、利用

者に比較的大きな権限と責任を与

え、柔軟な設計・構築が可能

セキュリティガバナンス

強化

Security Command Center によ

るセキュリティ情報の統合管理、10 
年間のセキュリティログ保管による

コンプライアンス対応等の統一さ

れたセキュリティガバナンスを提供

統合運用による効率性

の向上

Terraform を活用したリソース自

動展開機能、インフラ・ログ監視・

セキュリティ・FinOps 製品 との連

携によるモニタリングを統合機能と

して提供

CCI Google Cloud の特徴
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特徴 ①：柔軟性と自由度の高い環境提供

各利用者向けにプロジェクトを払い出す方式を採用。セキュリティのガードレールが敷かれたプロジェ

クトを提供することで、利用者は自由に Google Cloud サービスを利用可能

アプリ個別環境 (プロジェクト払出環境)

SystemA

認可 システム管理 セキュリティログ・監視

BigQuery Vertex AI GKE

大量データ処理 機械学習 コンテナ基盤構築

IAM Certificate
Manager

Cloud Asset
Inventory

Access 
Context
Manager

Cloud
Logging Log Router Cloud

Monitoring
Security

Command
Center

Cloud
Audit Logs

Cloud
Armor
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特徴 ②：セキュリティガバナンス強化

Security Command Center や Cloud IDS の活用、セキュリティログの 10 年間保管等、プラット

フォームとして統一されたセキュリティガバナンス を提供。

インフラ共通環境

Organization LogNetwork

Cloud
Storage

Cloud IDS VPC FirewallCloud 
DNS

Cloud NATCloud VPN

Security
Command 

Center

Resource
Manager

VPC
Service 

Controls

Partner
Interconnect

Shared 
VPC

各プロジェクトの
ログ集約・保管

共有VPCのホスト、全体通信を監視

組織のセキュリティ設定を中心に、
ベースライン機能の設定を管理
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VPC Service Controls の活用

許可
サービス

許可外
サービス

PRD 境界 DEV 境界 許可
サービス

許可外
サービス

インフラ共通プロジェクト  (Prd)

払出プロジェクト  A (Prd)

インフラ共通プロジェクト  (Dev)

払出プロジェクト  A (Dev)

境界外プロジェクト

サービス境界を設定し、境界内外からのサービス利用を制御。IAM 権限の誤設定や認証情報の漏洩

による意図しないデータ公開・漏洩を防止。
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特徴 ③：統合運用による効率性の向上

Terraform を活用したリソース自動展開機能や インフラ・ログ監視などの統合監視機能等、マルチク

ラウドを前提とした各種運用管理製品を統合的に提供。

アプリ個別環境(プロジェクト払出環境)
SystemA

システム管理認可

インフラ共通環境

Organization LogNetwork

セキュリティログ・監視

BigQuery

Cloud
StorageCloud IDS VPC FirewallCloud DNS

Cloud NATCloud VPN

Security
Command Center

Resource
Manager

VPC
Service Controls

Partner
Interconnect

Shared VPC

Vertex AI GKE

大量データ処理 機械学習 コンテナ基盤構築

各プロジェクトの
ログ集約・保管共有VPCのホスト、全体通信を監視

組織のセキュリティ設定を中心に、
ベースライン機能の設定を管理

マルチクラウド管理  (3rdParty 群)

ログ監視

セキュリティ

 

FinOps

インフラ監視
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今後の課題

セキュリティ  と アジリティ  のバランス

● 安全に利用してもらえるようセキュリティを重視した環境を提供したい...
● ユーザーに技術検証・PoC 環境をスピーディーに提供したい...

共通インフラがスピード減の要因となってはならない

● 今後も AI 関連サービス等が加速度的に増えていくと想定される。

● VPC Service Control 等で実装するセキュリティも一度設定して終わりではなく、

定期的な見直し含めたアジャイルな運用を実施していく。
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04. アプリケーション開発基盤
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自己紹介

2024 年 中外製薬にキャリア入社し、

内製開発チームのプラットフォーム

エンジニアとして従事。

創薬研究から臨床開発等の内製開発を

支える内製開発基盤の設計・開発を

担当
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中外製薬における内製開発の必要性

機密情報

多
ドメイン知識

難

技術検証や  PoC をスピーディに進めにくい

ビジネスのコア領域である創薬分野では、規制や高度なドメイン知識が必要な中、

新規ビジネスやビジネス高度化をスピーディに進めるためには内製化が必要不可欠

コア領域である創薬で感じる DX の課題 内製体制にて課題に対応

UX を重視したプロダクト開発
(サービスデザイン / アジャイル)

技術調査・評価・展開
(プラットフォーム
エンジニアリング)

IT の自動化・効率化 (SRE)新規ビジネス

業務高度化
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内製開発  Platform コンポーネント

Deployment Layer

Integration Layer

Observability Layer

Security Layer

Resource Layer

Version Control Application Code IaC

CI Pipeline Registry State CD Pipeline

Observability

Cloud Monitoring Cloud Logging

Security

Secrets Manager

Compute

Data

Service

Artifact Registry Cloud Deploy
Cloud Run 
functions Cloud Run

BigQuery Cloud SQL Firestore Cloud 
Storage

Cloud 
Workflows

Cloud 
Batch

Cloud 
Workstation Pub/Sub

CircleCI CircleCI

Snyk
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幅広い利用用途

データ分析から ML 開発、アプリ

ケーション開発まで、幅広い用途

で利用可能

セキュアなネットワーク分離

VPC Service Controls 内に完全に閉じ

た解析環境・開発環境を構築可能

また、組織全体で統一した IAM ポリ

シー・監査ログが取得可能

Gemini 連携

デフォルト提供のイメージに

Google Cloud SDK が含まれてい

るので、Gemini Code Assist との

連携が容易

Why Cloud Workstations?
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Cloud Workstations の活用イメージ

Workstation
Configuration

Workstation
Configuration

Workstation
Configuration

開発用
Workstations 1

開発用
Workstations 2

開発用
Workstations 3

解析用
Workstations 1

解析用
Workstations 2

解析用
Workstations 3

解析用
Workstations 1

解析用
Workstations 2

解析用
Workstations 3

Code-OSS
・Package
    Project A 開発用

Machine Spec:
Permission:

Code-OSS
・Package
    Project B 解析用

Machine Spec:
Permission:
GPU:

Code-OSS
・Package
    Project Z 解析用

Machine Spec:
Permission:
GPU:

Config 1 Config 2 Config 3

・・・
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内製開発  Platform の活用事例  ①
様々な研究機関や企業から公開される機械学習モデルの実行基盤の開発

AlphaFold3

AlphaFold2

MegaMolBERTGeneformer

MolCLR

RF diffusion Diff-dock
OmegaFold

Diff-SBDD
ESMFold

Initial guess

ProteinMPNN
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内製開発  Platform の活用事例  ①

       Shared VPC Subnet

       Shared VPC Subnet中外環境

開発者

研究者

Build＆Push Image

Terraform Apply

TFstate 
management

Code Push

Cloud Storage Cloud Storage

Cloud Workstations
Batch

Batch

Batch

Workflows Artifact Resistory

CircleCI

Cloud Monitoring

Metrics Data
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内製開発  Platform の活用事例  ②
医療従事者への適切な情報提供に必要な専門性の強化、および複雑な医療情報の効果的な説明の

トレーニングを目的としたロールプレイシミュレーターの開発

Chugai AI MedeMentor
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内製開発  Platform の活用事例  ②

効率的な開発プロセスのために Cloud 
Workstations にて Gemini Code Assist を
はじめとした生成 AI を積極的に活用

● プロダクトコード生成

● テストコード生成

● IaC (Terraform) コード生成

トータル約  50% の開発期間短縮に成功
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内製開発  Platform の活用事例  ②
第 2 回 Google Cloud 生成 AI Innovation Awards で最優秀賞を受賞


